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 論文内容の要旨
 監本論の意義張
 本論文(中国宋元代及び明代における婚姻の学際的研究〕は、中国の宋元代から明代にかけて隆
 盛を博した口語体の通俗小説(白話小説)を用い、従来史学研究で用いられてきた「史料」では記
 録として残りにくい一般社会生活の考察を試みたものである。
 殊に本論では、様々な社会生活の諸事象の中から当時の婚姻事情に着目した。それは婚姻に関す
 る史学史料と白話小説記事が内容的に椙互補完的な関係にあり、試論の階段にあるr白話小説を援
 用した史学的考察」を検討する上で一つの判断材料となるだけでなく、論者がライフワークの一つ
 としている「社会の奢侈化」という問題にも深く関連するからである。
 宋元代から明代にかけての婚姻について調べると、従来に見られなかった社会問題が発生してい
 ることが看取されるが、その社会問題の多くは、議婚時に両家間で授受される金銭(聰財)の高額
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 化に問題の端を発している。これは単に金銭の争奪という面において考察されるのみならず、歴代
 を問わず存在した二つの価値観(貴賎と貧富)の相剋を分析する上で、極めて有益な材料となるの
 である。
 例えば、本論の中には異なる身分間の通婚の事例も少なからず見られるが、中国古代からの身分
 制社会のもとで培われた族望や家柄という身分的価値と、聰財や持参財産の多寡という経済的価値
 は本来まったく次元を異にする価値・観に過ぎなかった。しかしながら、ことに議婚時の配偶者選択
 の条件という場においては、この相容れない二つの価値観が同じ秤にかけられ検討されているとい
 う点に、論者は極めて有用な意議を見出している。
 なぜなら唐代まで継続してきた身分制的社会体制の秩序のもとで、宋代以後の市場経済の発展に
 伴う経済的要素の比重拡大が社会生活にどのように変化をもたらしたのかを分析する際に、かかる
 聰財の変化を追跡し考察することは、身分的価値と経済的価値の比重にどのような変化がみられた
 のかを鳥瞰する指標としで恰好の指標となるばかりでなく、更には現在の史学研究においてr唐宋
 変革」の問題が再び盛んに論議されている状況'下で、唐代から宋代にかけての中国の社会構造の変
 化を従来に顧みられなかった社会史的分野から分析すること自体、斯界に大きな意義を持つと考え
 られるからである。
 そもそも←一一部の時期を除いて)歴代中国に於いては、皇帝を頂点とする身分制社会が構成され
 ており、r貴賎」と称される身分的な価値観が厳然と存在したことは周知の事実であろう。ただ、
 r貧富」と称される経済的な価値に対する社会の認識は、前者とは大きく異なる。例えば中国にお
 ける伝統的な経済思想は奢侈の禁止と節用の重視であり、商工や経済的な媒体である貨幣の蔑視、
 そして営利活動の否定的評価であった。しかし、長期の観察から認められる傾向として、かかる経
 済観念の漸減と、それに代わる経済と営利の重視という意識の変化の一端を看取でき、後には身分
 的価値と拮抗する価値観として発達を見ることとなる。
 そしてこの現象を当時の婚姻事情に照らして言うならば、従来のr貴賎」を両極とした身分制的
 価値とは異なる、言わばr貧富」を両極とした経済的価値の存在が、士大夫や庶民問で明確に認識
 され、その新たな価値の獲得を競うに至った現象と言い得ると思われるのである。
 以上本論は、①「白話小説を援用した史学的考察」の検討という中国社会生活史研究における意
 義、②婚姻を介してr貴賎」とr貧富」という二つの価値観の相剋を検討するという意義を多分に
 含んでいるものと考えている。
 次に、各章における構成を紹介しておく。
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 ζ序章萎白話小説記事による生活形態復元への試み
 序章では、本論の前段階として本博士論文で取り扱うテーマと、研究手法の意義を確認した上で、
 本論にて中心材料となる初期短篇白話小説集『三言』(r古今小説」r警世通言」r醒世恒言」)、『二
 拍』(r初期拍案驚奇」r二刻拍案驚奇」)、r清平1-U堂話本』、r雨窩集』、『歌枕集』、『熊龍峯四種小説』
 の作品紹介や資料的特性について解説を加えた。
 【第一章】白話小説に於ける歴史史料的価値の援用について
 一その方法と問題点の整理を中心として
 本章では、白話小説記事の史学的援用に関する先行研究の紹介と、それらの問題点の分析、そし
 て本論に於ける白話小説援用の基準の方法を提示した。
 白話小説を史学研究に利用する試みは、以前から継続的に試みられ、その分野も多岐にわたって
 いた。しかし、殆どの論考は白話小説記事の性格を考慮することなく、無秩序とも言える引用を繰
 り返していた。
 白話小説の記事が史学的に有益であることは、多くの研究者の認めるところである。だが、白話
 小説はそもそも事物の経歴を記録することを目的としたr史料」ではなく、作品の中に含まれる芸
 術性や娯楽性の鑑賞を主たる目的としたr文学作品」と認識されている。そのため実証を旨とする
 史学研究者側からは、厳密な史料批判を経過しない白話小説に対する抵抗感を試い去ることは出来
 なかった。現在まで多くの研究者に指摘されながらも、実効を挙げることが難しかったのは、まさ
 にこの白話小説という文学作品の史学的取扱いの問題が未解決のまま、言わば恣意的かつ安易に援
 用を繰り返したことにあった。
 史実の検討を旨とする史学的援用を試みる場合、芸術性や娯楽性の追求の過程で小説内に混在す
 る創作的要素(虚構)を如何にして排除するかが最大の課題と言える。ただ現時点においては白話
 小説内の事象に含まれるかも知れぬ事実の歪曲や虚構を方法論的・技術論的に弁別する術を持た
 ず、史学側の要求を全て充足させ、本格的な援用に踏み切るにはいまだ様々な問題が山積している
 と言わざるを得ない。そのため白話小説をそのまま史料として「無批判に」引用することは慎まな
 ければならない。
 そのため如何なる姿勢で援用を試みるべきかと言えば、例えば白話小説の特性を分析することで、
 創作を挿入させやすい傾向を示す箇所や内容を十分に理解すること。また物語を成立させる上で不
 可欠である日常的描写は、物語のリアリティーや信憑性を高める上で虚構を介在させる余地が少な
 く、またr小説中に表される当時の人々の共通認識」に該当するものは、作者の虚構を介在させに
 くい点などを考慮しながら、個別的に援用の是非を綿密に行うこと。そして、かかる検討を経過し、
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▼史学史料との検
とで、現時点での最善の効果を発揮するものと考えられ
批判的な援用が
のではない。無
史学側の成果と
 道な基礎整理が貴重な史学研究・文学
 監第二章】婚姻の弊害に関する序説
 一史料的価値と援用方法の具体例として
本章では前章で検
 「媒酌の弊害」という具体的事例を用
媒酌については
にくく、『通制
策ではないかと
 かが明確ではなかった。
そこで白話小説
人が職業化する
締結させ、報酬
出した。③縁談
大を助長し婚姻
詳らかではなか
いることで、初めて明確な理解が可能となったのである。
 監第三章彊職業的媒酌人の考察
一特に媒酌人の専門化と牙人との関係を中心と
本章は、前章で
 のである。
媒酌人の職業化
媒酌の実務面よ
介」という機能
が増大したかに
弱小化したこと
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一 とから、都市への人口集中と都市化の現象が候補を紹介する職業的媒酌人という社会需要を生み出
 したのではないかと推論した。
 職業的媒酌人の形態では、宋代から発達した商業の仲介業(牙人)が、媒酌人と極めて近似する
 仲介を職業としていること。そしてその一業種である女僕(女卑女)の取扱いの中には期限付きの契
 約があり、女傑契約期間終了後にr正妻としての斡旋」の必要となる場合があることから・牙人が媒
 酌人を兼務する傾向を現したものと考えた。
 また白話小説に頻出するr牙婆(牙人の婆)」の中には、小売業の傍らに媒酌業を兼務する事例
 が多分に含まれており、白話語彙には史学分野の示すr売買取引の仲介及び仲買を司る」という牙
 人の意味の他に、小売業の語義も含まれていることも論及した。そしてこのような実社会における
 牙婆の語義の拡大は、訪問販売や店舗販売に従事するr牙婆」が、自ずと当該地域各家の家族構成
 等も知りうる立場にあった。そのため実社会では、r牙婆」の如き小規模小売業者は媒酌人等各業
 者を兼任する事例が多く、r媒酌=牙婆」という連想が行われ、白話語彙に定着したものと考えた。
 匿第四章墨職業的媒酌人による異性紹介機能の考察
 一議婚上の「草帖子」の機能を中心として
 本章は、前章で確認された職業的媒酌人の発生原因を探るべく、r草帖子」の機能変化に着目し、
 その究明を試みたものである。
 従来婚儀上でのr草帖子」は、細帖子による婚約手続きの前段階に取り交されるものと理解され
 ていた。しかし白話小説に見える実際の縁談交渉の現場では、r草帖子」が婚約手続きの一環では
 なく、異性を紹介斡旋する手段としても機能していること。そして草帖子の作成時点では、両家間
 における婚約の意思確認は不要であることが確認され、r草帖子」は婚約手続きの一段階ではなく、
 異性の紹介という機能に変化している事例が看取された。
 そして、かかる草帖子の性格の変化は、取りも直さず職業的媒酌人による婚姻候補周鉾という新
 しい動向によって行われたものと考えられるのである。
 【第五章】職業的媒酌人によるトータル・ケア機能の考察
 一r養娘」と婚姻との関係について
 本章では、前者に引き続き、職業的媒酌人の発生原因について取り上げ、職業的媒酌人が必要悪
 的存在として存続し続けた根拠の中に、正妻としての結婚に辿り着くまでのトータル・ケアが含ま
 れているのではないかと考え、検討を試みたものである。
 既に職業的媒酌人の付加価値としては、異性の紹介機能を詳述しているが、それ以外に結婚予備
 軍とおぼしきr養娘」への就職紹介があり、婚姻紹介とセットとして機能させることで更に職業的
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▼ 媒酌人としての価値を高めているのではないかと思われる。
 宋元代及び明代において、年限を設定し官府及び富豪宅等の社会的身分の高い者に雇傭されて家
 事等の雑用を司る女性(養娘)を雇傭する習慣が存在し、白話小説にはそれに関わる記事が少なか
 らず見られた。
 例えば養娘雇傭の習慣が如何なる社会的需要に関与していたのかを、当時の婚姻事情の面から検
 討を試みるに、(自宅に蟄居するよりも)異性との相識の機会が増えるほか、雇傭主を介した婚姻
 の周鐙が行われたり、中には社会的身分の高い邸宅での養娘の経験が所謂「キャリア」として評価
 され、縁談交渉の際に有利に働いたという事実が白話小説の記事から確認できる。そのため諸々の
 事情のより当面の嫁娶の当てがないときに、「養娘」として被傭させることも、将来の良縁獲得に
 向けた有利な選択肢の一つとなったものと考えられる。
 このような状況は、媒婆側にとってはr適当な配偶者の有無」等の一種々の状況に応じて、同じ女
 性を雇傭(養娘)の周旋や婚姻(妻)の媒酌にと、身の処し方を柔軟に考慮できること。一一方女家
 においても、雇傭と媒酌が兼務されているために、依頼先を一括して責任を持たせられる点から考
 えてかかる養娘と婚姻(雇傭と媒酌)の一体化によるトータル・ケアは、双方の利害関係が一致し
 たために定着したものと思われる。
 【第六章調聰財の高額化に関する考察
 一高額聰財の推移から見る婚姻をめぐる社会
 本章では、議婚上の最大の関心事であり、職業的媒酌人の介在によってもたらされた最大の弊害
 であるr聰財の高額化」に注目し、聴財の婚姻上の原義を再確認したしで、なぜ聰財の高額化が進
 行する背景を生み出したのか、その原因を体系的に究明した。
 古来「聰財」は、婚約成立を象徴的に表すr礼物」に過ぎず、法的にも婚姻の成立という象徴的
 な行為を納徴時の礼物で具象的に表現することができれば問題はなかった。しかし礼物=婚姻の成
 立という位置付けが、当時の身分制的社会体制下での婚姻をめぐる利害関係と重なって、礼物とい
 う存在を功利的観点から取り扱い、両家の合意する額の財貨を聴財の礼物とする風潮が生まれた。
 また「聰財」は、元来礼物という存在の中に金銭的価値を併せ持っていたが、それは殆ど注目さ
 れることはなかった。その中で不相応の高額な聰財が発生したのは魏晋南北朝時代に遡り、その原
 因はr貴族=庶人層間の婚姻」にあった。
 魏晋南北朝～唐代の婚姻の形態は、門閥主義的社会体制の下で身分制内婚制に支配されていた。
 そのため身分差を越えて婚姻が結ばれるためには、その格差を埋める何等かの措置が必要であった。
 したがって、貴族とそれとは異なる身分との問で婚姻を成立させるためには、身分の低い側にr聰
 財」やr陪門財」等の支払いが必要となり、かかる名目で支払われることとなる多額な財貨を調達
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 可能な者でなければ通婚することは出来なかった。そのため高額な聰財は、このような極めて限定
 的な条件下でのみ成立するに過ぎなかった。
 しかし宋代では貴族の没落や身分的内婚制の消滅に伴い、席代まで高額な聴財を担っていた異身
 分間の通婚の事例一宗女・士大夫一についても社会的地位や族望等の社会的身分という価値か
 ら、聰財や持参財産の多寡や、通婚による経済的特権の取得などの経済的価値へと関心が移行し、
 その移行の中で聰財は身分的差異を相殺する補助的な手段から、成婚における最も重要な判断材料
 に変化したのである。そして、社会の富裕化や一般的な聰財の品物となった貴金属の社会的供給増
 加も加わって、庶民をも巻き込んだ聰財の獲得競争が現出、また両家に介在する媒酌人による営利
 的行為も重なり、婚姻費用自体の高額化や貧家の婚姻不能、贅婿の増加という一連の変化を生み出
 した。
 聰財を通じて見た魏晋南北朝～唐代から宋元代への一連の変化は、経済的要素が身分的要素より
 も優越的な位置に移動したことの反映、乃至はそれへの対応と思われる。そしてこれからの一連の
 現象は、婚姻の視点からは、従来の身分制的価値=貴賎とは異なる、言わば経済的価値=貧富の存
 在が、士大夫や庶民間で広く明確に認識され、それを活用せんと試みるようになった現象の一…端と
 思われるのである。
 ζ第七章彊招婿婚の弊害に関する考察
 一贅婿から見る婚姻の変質について
 本章では一一一般的な嫁娶婚と異なる招婿婚(贅婿婚)着目し、宋代でこれからの招婿婚が急増した
 原因と、職業的媒酌人との関係を論考した。また本章作成の過程で、史学史料では殆ど記録が残っ
 ていないr女家の.主導による離婚事例」という極めて貴重な事例が白話小説に見えることが判明し
 た。そのため、本章はその事例の法制史学的検証を含めて、招婿婚における当時の弊害の詳細を検
 討することとした。
 贅婿とは、女児のみにして男子を持たぬ家に外族の男子を招き入れることで家系の断絶を防iしす
 る婚姻形態である。宋代で取り分け贅婿が盛んに行われるようになったのは、婚儀六礼中の「納禮」
 が金銭納に変化して一一一般庶民にまで普及するに伴い、庶民階層とて婚姻を執り行うだけでも多額の
 金が必要になり、費用のかからぬ婚姻手段として止むを得ず招塔に流れ込む傾向が貧民層を中心と
 して強まったからと考えた。また富家は、この傾向を利用して、より優秀な男子を贅婿として獲得
 しようとする傾向が見え、所期の目的を著しく逸脱する贅婿を介した売買婚的傾向が見られるよう
 になった。
 また贅婿における離婚すなわちr逐贅」については、男性にのみ決定権があるか、若しくは双方
 の合意の上で離婚が決められる一■一般の離婚形態とは著しく異なる離婚方法あることが判明した。白
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 ζ第八章】官による職業的媒酌人対策の考察
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 なくなったことも考えられよう。
 そのため、条件に合致する異性を紹介できる専門的な職業として媒酌人が変化してきた。ただ媒
 酌人は職業化したために経済的原理に則ってr高い紹介料を払えば払うほど良縁を紹介する」よう
 になり、一方の依頼する方もそれに迎合したため、自ずと媒銭の高額化が進行し、宋元代より・夫婦
 の不和や婚姻不能の貧家の出現などの一蓮の社会問題を発生させる元凶となったのである。
 【第一〇章】当時の習慣からみた女性による外界接触について
 一職業的媒酌人を助長させた背景(その二)
 最終章となる本章では、議婚(縁談交渉)の前階段にあたるr異性との相識」の段階でどのよう
 な変化をもたらしたのかを探るべく、地縁や職業的媒酌人における異性の紹介以外に如何なる方法
 が存在するのかを検討し、都市に於ける異性同士の相識を得る機会の有無を考察したものである。
 まず、女性の外出に関して史学史料や白話小説の記事や『清明上河図』等の絵画資料、そして当
 時のイエズス会宣教師の書簡等より検討すると、①外出時の容貌遮蔽(嬌の常用)や、(2)外出を避
 ける傾向、③自由な外出日が僅少であるという三点から、都市に於いて平時年頃の女性が(職務等
 の)然したる目的もなく、公衆の面前に容貌・容姿を隠さずに外出することは極めて稀であったこ
 とが判明した。
 また女性は自宅内でも外界との接触は厳しく制限されていることが窺え、直接男性が女性宅に赴
 いたり、窓越しに異性を見知ることさえ殆ど不可能に近かった。
 ただ外出に関しては年中行事を中心に例外日が存在するほか、地域的・職業的・社会身分的・年
 齢的例外が認められる所から、僅かではあろうが異性と直接面識を得る機会は存在することは否定
 しない。
 しかしながら、当事者間で(媒酌の仲介なしに)直接アプローチすることは、所謂r野合」を連
 想させ禁忌と見なされていたこと、また両当事者間での直接的な行為は、何ら正統的な婚姻とは見
 倣す根拠を持たなかったため、稀少な接触の機会を十二分に活用したとしても、当時の婚議の上で
 当事者が直接的にアプローチすることについて極めて否定的であったと言わざるを得なかったので
 ある。
 以上の考察によって、宋元代及び明代に見られた婚姻の問題の多くは、聴財の高額化と職業的媒
 酌人に端を発していることが判明した。また高額聴財や職業的媒酌人に見られる弊害の是正策とし
 て聴財金額の制限や官媒の登録を試みたが、芳しい効果を上げるには至らなかった。
 それは(1)都市に於ける地縁的面識の縮小、(2)都市に於ける女性の外出機会の稀少という
 生活環境や、(3)以一しの状況に対応し異性紹介機能を含んだ職業的媒酌人の登場、(4)異性紹介
 ∩
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 斡旋を効率化させる「草帖子」の活用、そして(5)異性の相識の機会獲得のための職業的媒酌人
 によるr養娘」斡旋があげられ、職業的媒酌人が本来の媒酌行為以外に次々と魅力的な付加価値を
 備え続けることで、世間の激しい非難を浴びながらも、いわゆる必要悪的存在として存続し続けた
 ものと思われるのである。
 その一方で、聰財の高額化の問題について見ると、元来納徴の際に手交された単なる礼物が徐々
 に金銭的要素を強め、後には聰財と呼称されるに至るまでなった。そして唐代まで聴財をr身分的
 差異を相殺する方策」として発生した高額聴財授受は、宋代以後には庶民をも巻き込んだ聰財の獲
 得競争に発展し、高額な謝礼金(媒銭)の提示による好条件の異性の紹介さえも確認でき、ますま
 す婚姻の高額化を助長したことがうかがえた。
 また身分的価値(貴賎)と経済的価値(貧富)との問題では、従来両家の身分の差違(つまり身
 分的価値)を埋めるための補助的な位置付けに過ぎなかった聴財(つまり経済価値)は、宋代以後
 になると、富戸による恣意的な招婿や逐婿、また科挙及第者に高額な聰財を提示することで婿入り
 させるr傍下堤婿」の流行など、経済的価値が身分的価値よりも優越的な位置に移動したことの反
 映と見ることができた。そしてこれらの婚姻上の変化(職業的媒酌人の出現と聴財の高額化)は取
 りも直さず宋代以後に発生した社会構造的変化が象徴的に生み出した社会現象の一つと認識するこ
 とが出来るのではないか。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、南宋から元・明時代に至る婚姻制度の実態解明を研究目的としている。その際筆者は、
 r三言』やr二拍』などの短編白話小説集を中心資料として用いた。その理由は、一般社会におけ
 る婚姻制度の実態が官撰の正史類には記録されないため、社会の実相を写し出す白話小説によって、
 資料の欠を補わんとしたところにある。もとより文学作品を歴史研究の資料に用いるに当たっては、
 どこまでが社会実態の反映であり、どこからが作者の作意による創作ないし誇張なのかを分析しな
 ければならない。著者はこの点に細心の注意を払い、慎重すぎるほどの手順を踏んでいる。こうし
 て採用された、短編白話小説集を用いて東洋史研究を行うとの研究方法は、本論文によって初めて
 確立されたもので、その功績は高く評価すべきである。
 著者はこうした方法を駆使して、南宗から元・明時代の都会では、女性が外出することが禁忌と
 され、適齢期の男女が出会う機会が極端に少なかったこと、したがって職業的媒酌人が跳梁し、高
 額な仲介料を取る弊害を生じたことなどを、詳細に解明している。著者はその背景として、共同体
 の行事に参加することにより、男女が出会う機会が確保されていた農村地域に比較して、大都会の
 住民が意外なほど狭い空間で暮らしており、結婚相手に関する情報がほとんど得られなかったこと、
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